
教
材
の
ね
ら
い

1
選
定
の
理
由

　

近
代
か
ら
現
代
に
至
る
ま
で
の
短
歌
の
歴
史
と
、
代
表
的
な
歌
人
の
特
長

を
つ
か
め
る
作
品
を
選
ん
だ
。
伝
統
的
な
古
典
和
歌
と
同
じ
三
十
一
文
字
で

あ
り
な
が
ら
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
・
平
成
と
時
代
の
変
化
と
共
に
表
現
を

模
索
し
、
進
展
さ
せ
た
過
程
を
た
ど
る
こ
と
の
で
き
る
作
品
を
揃
え
た
。

　

ま
ず
正
岡
子
規
は
古
典
和
歌
の
約
束
事
か
ら
離
れ
、
観
察
と
写
生
と
い
う

自
分
の
「
目
」
と
「
こ
と
ば
」
を
も
っ
て
短
歌
を
作
る
事
を
提
唱
し
た
。
与

謝
野
晶
子
は
女
性
に
よ
る
短
歌
表
現
の
新
境
地
を
開
き
、
浪
漫
性
を
ふ
く
ら

ま
せ
た
。
若
山
牧
水
は
旅
情
や
風
景
を
歌
い
な
が
ら
深
い
象
徴
性
を
表
現
し

た
。
石
川
啄
木
は
浪
漫
的
な
も
の
へ
の
憧
れ
を
抱
き
な
が
ら
、
厳
し
い
現
実

生
活
や
社
会
矛
盾
ま
で
も
自
ら
の
経
験
と
し
て
短
歌
に
込
め
た
。
斎
藤
茂
吉

は
正
岡
子
規
の
提
唱
し
た
写
生
を
深
め
、
自
分
の
内
面
や
精
神
を
も
活
写
し

た
。
齋
藤
史
は
時
代
の
緊
張
感
と
精
神
性
を
皮
膚
感
覚
で
表
現
し
た
。
寺
山

修
司
は
戦
後
の
大
き
な
社
会
変
化
を
体
感
し
つ
つ
、
短
歌
を
始
め
と
す
る
言

語
表
現
で
独
自
の
思
想
性
を
示
し
た
。
春
日
井
建
は
短
歌
に
思
想
と
深
い
物

語
性
を
潜
ま
せ
、
現
代
短
歌
の
可
能
性
を
広
げ
た
。
俵
万
智
は
、
口
語
や
会

話
体
を
大
胆
に
駆
使
し
、
現
代
短
歌
の
画
期
と
な
っ
た
。（
短
歌
作
品
に
お

け
る
「
思
想
」
と
は
、
発
想
や
歌
作
の
根
拠
と
な
る
信
条
の
他
、
ア
イ
デ
ア

や
エ
ス
プ
リ
を
も
含
む
。）

2
指
導
の
ね
ら
い

　

一
首
の
短
歌
が
、
ど
の
よ
う
な
真
実
や
美
、
思
想
を
捉
え
て
い
る
か
を
読

み
取
り
、
さ
ら
に
短
歌
形
式
の
表
現
・
修
辞
の
効
果
を
理
解
さ
せ
、
鑑
賞
さ

せ
る
よ
う
に
し
た
い
。
歌
の
内
容
を
つ
か
み
、
作
者
の
感
動
の
中
心
点
は
ど

こ
に
あ
る
の
か
を
確
実
に
捉
え
る
。
そ
の
た
め
に
は
内
容
・
技
法
の
分
析
と
、

作
品
へ
の
批
評
眼
が
必
要
で
あ
る
。
批
評
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
感
受
性
の
違

い
を
踏
ま
え
た
広
い
視
点
を
持
た
せ
た
い
。
ま
ず
は
短
歌
の
リ
ズ
ム
に
慣
れ

る
た
め
に
、
丁
寧
な
音
読
か
ら
始
め
て
、
到
達
す
る
ね
ら
い
は
次
の
確
認
で

あ
る
。

⑴
韻
律
上
の
特
長
は
何
か
（
同
音
の
連
続
、
な
ど
）。

⑵
修
辞
技
巧
は
何
か
（
区
切
れ
、
体
言
止
め
、
な
ど
）。

⑶
主
題
は
何
か
（
望
郷
、
悲
傷
、
愛
憐
、
希
望
、
懐
疑
、
な
ど
）。
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短
歌



3
評
価
規
準

⑴
言
葉
に
は
、
文
化
の
継
承
、
発
展
、
創
造
を
支
え
る
働
き
が
あ
る
こ
と

を
理
解
し
て
い
る
。〔
知
・
技
〕
⑴
ア

⑵
我
が
国
の
言
語
文
化
に
特
徴
的
な
語
句
の
量
を
増
し
、
そ
れ
ら
の
文
化

的
背
景
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
語
感
を
磨
き
語
彙
を
豊
か
に
し
て
い
る
。

〔
知
・
技
〕
⑴
ウ

⑶
本
歌
取
り
や
見
立
て
な
ど
の
表
現
の
技
法
と
そ
の
効
果
に
つ
い
て
理
解

し
て
い
る
。〔
知
・
技
〕
⑴
オ

⑷
我
が
国
の
言
語
文
化
の
特
質
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。〔
知
・
技
〕

⑵
ア

⑸
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
文
章
の
種
類
を
踏
ま
え
て
、
内
容
や
構
成
、

展
開
な
ど
に
つ
い
て
叙
述
を
基
に
的
確
に
捉
え
て
い
る
。〔
思
・
判
・
表
〕

Ｂ
⑴
ア

⑹
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
作
品
に
表
れ
て
い
る
も
の
の
見
方
、
感
じ

方
、
考
え
方
を
捉
え
、
内
容
を
解
釈
し
て
い
る
。〔
思
・
判
・
表
〕
Ｂ
⑴

イ⑺
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
文
章
の
構
成
、
表
現
の
仕
方
、
表
現
の
特

色
に
つ
い
て
評
価
し
て
い
る
。〔
思
・
判
・
表
〕
Ｂ
⑴
ウ

⑻
「
読
む
こ
と
」
に
お
い
て
、
作
品
の
成
立
し
た
背
景
や
他
の
作
品
な
ど

と
の
関
係
を
踏
ま
え
、
内
容
の
解
釈
を
深
め
て
い
る
。〔
思
・
判
・
表
〕

Ｂ
⑴
エ

⑼
進
ん
で
短
歌
の
代
表
的
作
品
を
読
み
味
わ
い
、
学
習
課
題
に
沿
っ
て
、

好
き
な
歌
に
つ
い
て
、
心
情
を
表
現
す
る
た
め
の
工
夫
を
見
つ
け
よ
う
と

し
て
い
る
。〔
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
〕
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